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【手続補正書】
【提出日】平成29年8月28日(2017.8.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記（Ａ）成分を１０質量％以上１６質量％以下、（Ｂ）成分を１質量％以上３質量％
以下、（Ｃ）成分を２質量％以上８質量％以下、（Ｄ）成分及び水を含有し、
　〔（Ｄ）成分の含有量〕／〔（Ａ）成分の含有量＋（Ｂ）成分の含有量〕の質量比が０
．１以上０．４以下である、
衣料用液体洗浄剤組成物。
（Ａ）成分：下記一般式（１）で表される陰イオン界面活性剤
　　　　　ＲＯ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｍＳＯ３

－・Ｍ＋　　　　　（１）
〔式中、Ｒは炭素数１０以上１６以下の炭化水素基であり、ｍは平均付加モル数を示し、
１以上４以下の数であり、Ｍ＋は陽イオンである。〕
（Ｂ）成分：下記一般式（２）で表される第４級アンモニウム化合物
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【化１】

〔式中、Ｒ１は、炭素数１２以上１６以下の脂肪族炭化水素基であり、Ｒ２、Ｒ３及びＲ
４は、それぞれ独立に、メチル基、エチル基及びヒドロキシエチル基から選ばれる基であ
り、Ｘ－は陰イオンである。〕
（Ｃ）成分：炭素数４以上６以下であり２価以上４価以下の多価カルボン酸又はその塩
（Ｄ）成分：下記一般式（３）で表される非イオン界面活性剤
　　　　　Ｒ５Ｏ－（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｎＨ　　　　　（３）
〔式中、Ｒ５は炭素数１２以上１６以下の炭化水素基であり、ｎは平均付加モル数を示し
、１０以上４０以下の数である。〕
【請求項２】
　（Ａ）成分中、Ｒが炭素数１２以上１４以下の炭化水素基である陰イオン界面活性剤の
割合が、６０質量％以上１００質量％以下である、請求項１に記載の衣料用液体洗浄剤組
成物。
【請求項３】
　（Ａ）成分の含有量と（Ｂ）成分の含有量との質量比である〔（Ｂ）成分の含有量〕／
〔（Ａ）成分の含有量〕が０．０５以上０．３以下である、請求項１又は２に記載の衣料
用液体洗浄剤組成物。
【請求項４】
　（Ｂ）成分として、下記の（ｂ１）成分と（ｂ２）成分とを含有する、請求項１～３の
いずれか１項に記載の衣料用液体洗浄剤組成物。
（ｂ１）成分：一般式（２）中のＲ１が炭素数１２の脂肪族炭化水素基である第４級アン
モニウム化合物。
（ｂ２）成分：一般式（２）中のＲ１が炭素数１４の脂肪族炭化水素基である第４級アン
モニウム化合物及び一般式（２）中のＲ１が炭素数１６の脂肪族炭化水素基である第４級
アンモニウム化合物から選ばれる１種以上の化合物。
【請求項５】
　衣料用液体洗浄剤組成物中の（ｂ２）成分と（ｂ１）成分の含有割合が、〔（ｂ２）成
分の含有量〕／〔（ｂ１）成分の含有量〕の質量比で、１／９９以上９０／１０以下であ
る、請求項１～４のいずれか１項に記載の衣料用液体洗浄剤組成物。
【請求項６】
　（Ｃ）成分が、コハク酸、リンゴ酸、酒石酸、クエン酸及びこれらの塩から選ばれる１
種以上の多価カルボン酸又はその塩である、請求項１～５のいずれか１項に記載の衣料用
液体洗浄剤組成物。
【請求項７】
　（Ｃ）成分が、クエン酸及びその塩から選ばれる１種以上の多価カルボン酸又はその塩
である、請求項６に記載の衣料用液体洗浄剤組成物。
【請求項８】
　（Ｄ）成分中、Ｒ５が炭素数１２以上１４以下の炭化水素基である非イオン界面活性剤
の割合が、６０質量％以上１００質量％以下である、請求項１～７のいずれか１項に記載
の衣料用液体洗浄剤組成物。
【請求項９】
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　一般式（３）中、ｎが１５以上３５以下である、請求項１～８のいずれか１項に記載の
衣料用液体洗浄剤組成物。
【請求項１０】
　２０℃におけるｐＨが２以上７以下である、請求項１～９のいずれか１項に記載の衣料
用液体洗浄剤組成物。
【請求項１１】
　２０℃におけるｐＨが３以上６以下である、請求項１０に記載の衣料用液体洗浄剤組成
物。
【請求項１２】
　（Ｄ）成分の含有量と、（Ａ）成分の含有量及び（Ｂ）成分の含有量の合計量との質量
比である、〔（Ｄ）成分の含有量〕／〔（Ａ）成分の含有量＋（Ｂ）成分の含有量〕が、
０．１１以上０．３５以下である、請求項１～１１のいずれか１項に記載の衣料用液体洗
浄剤組成物。
【請求項１３】
　水酸基を一つ以上有する有機溶媒の含有量が０質量％以上１０質量％未満である、請求
項１～１２のいずれか１項に記載の衣料用液体洗浄剤組成物。
【請求項１４】
　請求項１～１３の何れかに記載の衣料用液体洗浄剤組成物の、におい物質を産生する原
因菌に対する抗菌性を衣料に付与するための使用。
【請求項１５】
　請求項１～１３の何れかに記載の衣料用液体洗浄剤組成物の、衣料に防臭効果を付与す
るための使用。
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